
実
行
予
算

補
助
金

そ
の
他

自
治
事
務

法
定
受
託
事
務

 国庫
その他
特定
財源

 一般 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
拡
充

継
続

整
理
統
合

縮
減

休
止

廃
止

終
期
の
見
直
し

完
了

そ
の
他

見直し額

統計情報システム ○ H11 13 1 ○ 2,285 0 0 2,285 ○ ○ ○ 0

福井県景気動向作成事業 ○ H5 19 1 ○ 150 0 0 150 ○ ○ 0

政策推進のための独自統計調査 行財政改革 ○ H19 5 1 ○ 9,000 0 0 9,000 ○ ○ 0

3 3 0 0 3 3 0 11,435 0 0 11,435 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0

平成
２３年度
予算額

同一
カルテ
内に
含ま
れる
事業
数

 財源内訳 成果指標1結果分類活動指標1結果分類 活動指標2結果分類

事            業           名
事業
開始
年度

経過
年数

事業区分 事務区分

福井新々元気宣言
における位置付け

成果指標2結果分類  評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応

一般

平成２３年度事務事業評価結果(課・室)総括表

（単位：千円）政策統計課

会計区分

課・室名



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 統計分析 Ｇ
1 □ ■ H11 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 13 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

5,069 5,069 5,069 9,994

5,069 5,069 5,069 7,007

5,055 5,063 5,055 7,002

761 943 843 872

136

172 173 142 147

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

事業効果 指標

その他特定財源

一　般　財　源

予　算　額　（単位：千円）

平成23年度予算額

2,285

区　　　　　　分

国　　　　　庫

決 算 額 の 推 移

2,285

2,285

計 画 の 達 成 状 況

指標

の推移

システムによるグラフ作成数

△ 4.6%

コンテンツの内容が細かく分かれすぎて利用しづらい面があったため21年度は整理統合を実施コンテンツの数活動

アクセス件数（トップページ・1日平均）成果

特　記　事　項

１０年度　　　（旧）システム開発
１１年度～　　（旧）システム運用開始
１７年度９月～　新システム導入
２２年度　政策推進データシステム（データストック）の導入
　　　　　統計データ提供については、県ホームページへ移行

評価に基

づく今後

の 対 応

□

千　円

　社会の情報基盤としての統計の役割が認識され、県民への統計結果の還元の必要性はますます高
まってきている。今後とも、内容を充実させ、統計データを分かりやすく提供していきたい。

■ □

政策統計課

国　庫
事業終了
予定年度

△ 7.3%

12.8%

平均伸び率

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事 業
区 分

総合政策部

見　直　し　額

休　　止

整理統合

継　　続 完　　了

□□

□

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減拡　　充　22年度は、県のホームページへの移行と、統計データの一元管理と共有、グラフによる情報発信
を強化するシステムの提供を実施した。トップページを経由しなくても目的のコンテンツを利用す
ることが可能なため、アクセス件数の減少が必ずしも全体のアクセス数の減少を示すものではない
が、統計データを一層分かりやすく発信していく必要がある。

2,285

財源内訳

[事業の評価]

Ⅲ

□

□ 終期の見直し

そ の 他

 〕　／　整備目標

廃　　止

システム機器の賃借期間が２２年８月で終了した際、統計データ提供につい
ては、県のホームページに移行し、独自のサーバは廃止した（資料案内シス
テムの一部機器については、賃借期間を延長）。２２年度は政策推進データ
システム（データストック）の初期費用、統計ホームページの移行費用を計
上したため、予算が増額となったが、２３年度以降は減額となった。

統計情報システムの運営費（統計データの提供）
　・資料案内システムの運用
　・政策推進データシステム（データストック）の運用
　　　庁内におけるデータ一元管理と共有、グラフによる情報発信機能の強化

[予算額および指標の推移等]

２３年度

結果分類目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

5.0%

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

Ⅰ

経過年数

〕　　　＝　　　〔

5.6%

［事業内容］

[事業目的]

　行政施策や企業等の方針を決める基礎となる各種統計情報を一元的に蓄積し、必要な統計情報を迅速かつ正確に提供するとともに、インターネットにより県民に分かりやすい統計情報を提供する。

事      業      名

法定受託事務

事務区分県　単

その他

事　業
開　始
年　度

実行予算

特別会計
企業会計

会計区分
一般会計

部（庁）

補 助 金

そ の 他

統計情報システム 含まれる事業数

－１－



■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 統計分析 Ｇ
1 □ ■ H5 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 19 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

150 150 150 150

150 150 150 150

61 20 33 57

12 12 12 12

1 0 0 1

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 総合政策部 部（庁） 政策統計課

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単

事      業      名 福井県景気動向作成事業 含まれる事業数
事 業
区 分

補 助 金 経過年数

国　庫 実行予算

その他 法定受託事務

[事業目的]

  本県の景気動向を総合的に把握して景気の現状判断や予測を行い、広く県民に公表するとともに、景気対策等地域の実情に応じた行政施策を行うための基礎資料として役立てる。

［事業内容］

１ 景気動向指数の作成・公表
２　景気動向指数検討会の開催
（１）景気の現状分析
（２）景気基準日付の設定
（３）採用系列の見直し

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

そ の 他

事務区分

自 治 事 務

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 150 0.0%

Ⅱ

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 150 0.0%

決 算 額 の 推 移 23.5%

活動 景気動向指数公表回数 12 0.0% 毎月公表

1 #DIV/0!

指標

〕　　　＝　　　〔

の推移 成果

事業効果 指標 検討会開催回数 必要に応じて随時開催

平成23年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

 〕　／　整備目標

景気動向の把握および公表が目的であり、成果指標の設定は困難である。

その他特定財源

計 画 の 達 成 状 況

予　算　額　（単位：千円） 150   景気動向指数検討会は平成５年度に委員会として発足したが、委員会の
合理化方針により平成８年度から検討会となった。

区　　　　　　分

　景気の動向をより分かりやすく、県民、関係機関に伝えるため公表形態の見直しを行う。
　また、県内の産学官の経済統計の専門家で構成されている検討会を活用し、より適切な指標と
するため意見をいただき、指数の改善を図っていきたい。 見　直　し　額

一　般　財　源 150

[事業の評価]

　平成２０年度、２１年度は景気の大きな変動の途中であり、状況を見極める必要が
あったことから検討会の開催を見送った。

財源内訳

国　　　　　庫

拡　　充 □ 縮　　減 □

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□

□
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

整理統合 □ 廃　　止 □

　毎月、迅速な指数の作成・公表に努めている。特に23年度は景気動向指数を分かりやすく説明
するため記者会見を実施した。
　また、景気動向指数が正しく景気の動向を反映しているかチェックするため検討会を開催し
た。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

終期の見直し

そ の 他

千　円

- 2 -



■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 統計分析 Ｇ
1 □ ■ H19 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 5 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

15,000 15,000 15,000 10,000

8,197 9,427 2,000 10,000

8,082 7,677 1,700 5,780

3 5 3 8

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 総合政策部 部（庁） 政策統計課

福井新々元気宣言に
おける位置付け

行政構造改革 県　単

事      業      名 政策推進のための独自統計調査 含まれる事業数
事 業
区 分

補 助 金 経過年数

国　庫 実行予算

その他 法定受託事務

[事業目的]

　「福井県民の将来ビジョン」や「福井新々元気宣言」にそった政策を推進するために、施策の企画・立案、検証に必要な調査・集計を行う。

［事業内容］

　・政策統計課が調査に必要となる予算をあらかじめ確保し、政策推進課、関係各課と協議し、必要な調査（集計）を迅速に実施

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

そ の 他

事務区分

自 治 事 務

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 9,000 △ 10.8%

Ⅰ

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 4,532 70.4%

決 算 額 の 推 移 52.4%

活動 独自調査実施回数 4 35.8%

指標

〕　　　＝　　　〔

の推移 成果

事業効果 指標

平成23年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

 〕　／　整備目標

調査の目的が様々であるため、目標の設定は困難である。

その他特定財源

計 画 の 達 成 状 況

予　算　額　（単位：千円） 9,000 　22年度は、緊急雇用創出臨時特例基金事業の継続中はそちらを優先すること
し、500万円を減額した。
　23年度は、政策推進枠事業見直しにより、標準外経費1割削減に合わせて、1
割削減することとした。

区　　　　　　分

　統計データが無い分野であっても、独自に調査を行うことにより、「福井県民の将来ビジョ
ン」や「福井新々元気宣言」にそった施策の企画や目標の設定、効果の測定を行うために必要
なデータを収集・蓄積、分析が可能となるため、継続して実施していきたい。 見　直　し　額

一　般　財　源 9,000

[事業の評価]

財源内訳

国　　　　　庫

拡　　充 □ 縮　　減 □

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□

□
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

整理統合 □ 廃　　止 □

　平成23年度は、特に「福井県民の将来ビジョン」や「福井新々元気宣言」の主要課題にそっ
たテーマの統計調査を募集したため、調査数は昨年度より減ったが、統計データが無い分野で
必要な調査を実施することができた。 ■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

終期の見直し

そ の 他

千　円

- 3 -


